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(Study and Research Paths)という探究活動に




























































的 な 例 と し て ， RLA (Researcher-Like 
Activity) と呼ばれる学習活動が挙げられ




















































































図 1 SRPの樹形構造 



















SRP における最初の問い Q0 は，探究者が
疑問に思うような自然  (lively) な問いであ
り，そこから新たな多くの問いが生まれる




・ 渋滞の待ちに関する問い  
Q0：渋滞に巻き込まれるとどれくらいの時
間を損する？   
・ インターネットの待ちに関する問い  
Q0 ：インターネットの高速化によって待ち
時間はどれくらい減少したのか？  

























































































ATD の先行研究で用いられてきた Q-A マップ























①  A 班の探究活動（渋滞） 







究は図 2 のような Q-A マップで表された． 
 







































た．その様相は，図 3 のような Q-A マップで表
すことができる． 
 













14.4Mbps, 上り 5.76Mbps）, 4G（下り 150Mbps, 

















た．これらの過程は図 4 のように示される．  
 



























いった視点から SRP の課題について検討する． 













































となった．本実践の場合，B 班や C 班の探究で
は数学的活動が弱かったため，教科横断が実現
されなかった． 
(2) 探究の様相について  
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